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蹴詰問民蹴醗絵

『連　　　携』

理　事　高橋俊華

■蕊寡

医療・保健・福祉の分

野で、各職種・各サービ

スの有機的連携の必要性

が唱えられています。私

も最近連携について考え

る機会が多くあります。

誰もが少なからず連携に

ついて悩んだことがある

のではないでしょうか。

連携が取れていないことによって、過去の方

針や現在同時進行しているサービスの方針が検

討されないまま、現サービスの継続や急な方針

の転換が行なわれた場合、利用者は質・畳共に
一貫したサービスを受けられず、容易に混乱や

不安をきたしてしまうのではないかと危惧され

ます。またサービス提供者にとっても、個々の

精一杯の努力が、有艶的な繋がりを勝美＿れるこ

とで、十分な効果を引き出せずにいるのではな

いかと危惧されます。

そもそも、多くの職種・多用なサービスの連

携によって、利用者の生活が支えられています。

そして数種のサービスは一人の利用者に対して

行なわれるものです。そこには、利用者に関す

る情報が共有されること、疾患や障害に関する

理解が共有されること、今後の具体的取り組み

や目標が共有されることが必要であることは当

然かと思います。

連携が取りにくい背景には、各人が日々の激

務の中連絡を取り合う時間がなかったり、職種

間の教育の差異やボキャブラリーの違いが影響

しているのではないかと考えています。介護支

援専門員は、それぞれ基礎となる資格を持って

おり、その専門性を生かすことは大切です。専

門的な立場から利用者の課題を把握することが

基本ですが、自分の職業の範疇の知識のみでは

限界があるのは当然です。介護が多職種と多種

のサービスにより構成されている以上、私たち

は他の専門分野の知識を多く吸収し、他の介護

サービス内容を知り経験していくことが求めら

れていると思います。

そのような姿勢で、連絡や調整を行なってい

くことが連携体制構築に繋がるのではないでし

ょうか。

そのためには、まず他の職種の方々と話す機

会を多く持つことも一方法です。そのような場

が、多くの職種で構成された介護支援専門員協

議会活動であり、地区支部の会議や勉強会なの

だと思います。せっかく身近にできた協議会で

す。多くの会員の方々の積極的な関わりで、利

用者に有益な連携体制を目指したいものです。
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各地区支部の現状

山形地区支部
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第2回研修会
日　時　平成14年6月20日　午後7時一

場　所　山形市総合福祉センター

参加者　会員33名　非会員6名　計39名

内　容　持喋下障害と食事ケアh

諮　師　須　永　芳　弘先生

加藤市左工門先生他

（D　歯科医師の須永芳弘先生より摂食・瞭下のメカ

ニズムについて

健康な人はツバを1日平均で582回で1．51ごっ

くんしているのですよ、とお話があり、図表を参

考にしながら瞭下のメカニズムについて説明を受

けた。また、食物を実際に摂りながら噴下のメカ

ニズムを実体験することができた。口腔ケアやお

茶などの水分強化で肺炎が少なくなることを学ぶ

ことができた。

（D　島崎みつ子管理栄養士より食事中の変化や体の

状態の変化から蝶下障害と疑う症状について説明

があった。

③　岡培千賀子薬剤師より薬剤によるADL及びQ

OLへの影響について説明があった。薬剤によっ

て味覚障害や瞭下障害、口渇などが起こる事例を

挙げて説明を受け、日頃の疑問が解決できた。

④　施設における口腔ケアについて、要目荘菊池孝

子氏より、実地の方法や職員の意識について調査

報告がなされた。日頃の成果が発表された。

最後に座長の歯科医師の加藤市左工門先生より口

腔ケアを行うことばより、発熱や肺炎による入院、

死亡者が有意に少なくなるというデータが示された。

参会者が活発に意見を交換し、有意義な会となった。

第3回研修会
日　時　平成14年8月23日　午後7時一

場　所　山形市総合福祉センター

参加者　会員41名　非会員5名　計嬬名

内　容　やさしい老年医学の基礎知識

講　師　小　田　純　士先生

（三重
・老年症候詳：個々の病気に目を向けるのでなく、

一人の高齢者その人全体として、何が問題になる

のかという考え方の流れが出てきている。

・老化による機能低下速度は臓器で違う：神経伝達

は比較的保たれやすいが、最大換気量は若いとき

の4割に減るなど、心肺・腎・肝機能が低下しや

すい。

・機能低下と薬の関係：薬の排出性も低下し、副作

用が出やすくなるので、高齢者への投与量はよほ

ど考慮しなければならない。成人畳では多すぎる。

また、座薬・解熱剤で血圧低下・脱水・意識低下

などが起こることもある。薬の内容・畳を、医師

としてケアマネジャーにも伝えていきたいと思っ

ている。

・医師との関係：普段から、医師の忙しい時間を避

けて、怖がらずに会いに行き、相談しやすい関係

を作っておくことが大切。同時に、利用者が具合

が悪くなったときに誰に相談するか、自分の終末

期をどこで迎えるか、前もって話し合っておくこ

とが必要だろう。普段の状態の情報収集に健康ノ
ートやお菜ノートの活用もよいと思う。

（型些些聖ら」遜
・主治医との関係に悩むことも多いが、私たちを励

ましてもらえるようなお話があり、関係作りを頑

張っていこうと思った。

・臓器によって機能低下の程度が違うことを聞いて、

なるほどと思った。予備知識として、基本的な医

学的知識を、もっと勉強しようと思った。
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村山地区支部

副会長　荒

第3号機関誌で募集した地区支部準備委貝に3月

14日まで6名の応募がありました。

県協議会の理事3名が入り、第1回準備会を6月

29日に行い、経過報告、今後の進め方について協議

し、先づ会員の把握と勧誘を準備委員が分担して行

うことにしました。

第2回準備会は8月4日に行い、会員数97名を把

握しました。名簿をもとに役員20名程度を、市町村

単位、職能単位にお願いすることにし、役員の依頼

は準備委貝が分担して当ることにしました。

設立総会は10月中旬を目標にし、それまでに会長、

理事等の役員構成や草葉内容、会費予算など、協議

事項が沢山あり、第3回準備会を9月14日に開催し

ました。このほかにも設立総会までに数回の準備会

が必要かと思っております。

庄内地区支部
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介護老人保健施設うらら　佐　藤裕邦

7月16日に第2回庄内地区支部設立準備委員会を

開催し、35名が参加しました。会議では、今年度の

支部活動を検討し、9月28日に三川町の会場にて設

立総会を開催すること、地区での研修会は2ヶ月に

1度ずつ研修委員会主導で開催すること等を検討し

ました。また、支部をリードしていくのは県協議会

理事だと言うことで支部長・副支部長は、県協議会

理事が当たることとなりました。これらは総会で出

席者から承認を頂いた上で実務に善くというような

形を取る予定です。勿論庄内地区支部の会則も何も

ない訳ですので、任期等もこれから決められると思

います。活発な活動をするために研修委員会、詞査

研究委員会・数名による事務局を作りました。委員

長になった会員は、大きな不安と小さな期待で漬さ

れそうだと言います。でも、私から見ると、皆頼も

しい会員ばかりです。庄内地区には4月現在で215名

の会員がいるようですが、215名×500円の予算で何

が出来るか、介護保険と同じように走り出した庄内

地区支部ですが、走りながら皆様からのご指導を受

け、考えて進めて参りたいと思います。宜しくお願

い申し上げます。

庄内地区支部設立撚会日程 

山形県介護支援専門員協議会庄内地区支部設立総会 

日　時　平成14年9月28日出 

庄内地区支部設立総会13時受付開始 

13時30分総会開始 

庄内地区支部第1回研修会 

14時10分から15時15分 

演　題「ケアマネに役立つ面接技法」 

講　師　堤　　　俊　也先生 

（ヘルスカウンセリング学会山形県支部長） 

研修参加費　会貝300円　非会員500円 

場　所　三川町ふれあい館研修室（なの花荘敷地内） 

最上地区支部

調査研究委員

最上地区は、新庄市、最上町、舟形町、真室川町、

金山町、戸沢村、大蔵村、鮭川村の1市4町3村か

ら構成されます。今春、県協議会より地区支部設立

の準備委員公募が行われましたが、応募者は1名の

みでした。その後、各町村の事業所宛でに、数回に

渡って準備委員選出の依頼状を送ってお願いしまし

たが、最上町以外の他町村からの選出がありません

でした。その間、少数のメンバーによる準備委員会

議が2回行われました。

当面の検討課題として

①　口コミによる参加推進

（②　支部の役割の検討と具体策

③　設立までのタイムスケジュール

等が話し合われ今日に至っています。

第3回会議は、オープン会議として、会員非会員

を問わず、下記の日程で行いますので、最上のケア

マネの皆さんはふるって参加してください。

「最上のケアマネ集まれ－／」

日　時　平成14年10月19日出　午後2時より

場　所　新庄勤労者総合福祉センター
（日新小の向い側）

口2次会（親睦会）も予定しています。

口ざっくばらんに話し合いましょう。

□非会員の皆さんには入会も受け付けます。

口掲示板も見てください。

http：／／trWW3．aZaq．net／bbs／300／0233／？1015725900

幸井

欣藤伊

8＝
　
　
弥
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理　事　会

◇第8回理事会◇

日　時　平成14年6月25日㈹　午後6時00分一

会　揚　山形県医師会館

出席者　三須会長ほか17名、事務局

（直垂
（D地区支部設立状況について

庄　内

第1回準備委員会を5月開催。出席者13名。

10月設立に向けて、第2回準備委員会開催予

定。

会員でなくても職種代表として準備委員会に

参加してもらった。各々の会の代表に協議会入

会を促している。

最　上

設立準備委員会の公募に一人参加希望があっ

た。

各市町村にケアマネを選出してほしいと3回

案内を出した。最上町、大蔵村、新庄市からは

推薦がらっだが、他は反応なし。7名の準備委

員で組織する。3町3村でケアマネ会員がいな

い。今年度中に地区支部設立予定。

村　山

準備委員会に6名のFAX申し込みあり。

自薦2名、他薦4名、県理事3名、計9名で

組織する。

6月29日、第1回準備委員会開催予定。秋頃

までに地区支部設立予定。

置　賜

理事が少ない。また、職場の制約で動きにく

いという人もいる。調査研究委員会としてバッ

クアップしてほしい。

三須会長が率先して推進することとする。

※会員でない人が準備委員会に参加することについ

て協議の結果、会員外の参加については、準備委

員会ではOKだが、設立段階では認められない。

きちんと会員になってもらうことと決定した。

②寧務局移転について

9月頃から移転可能。

3団体からの管理事務委託に関する文書が必要

である。管理事務委託には40万円位かかる。

丸抱えの管理事務委託は無理。職員に業務日誌

をつけさせる等、勤務状況の管理や出納が適正か

どうかのチェックに限られる。他、電話架設の問

題など残っている。

※パート職貝の雇用に関しては人材派遣（ニチイ

学館）に依頼することと決定した。（1日3時間

程度）

⑨臨時総会・研修会の日程について

10月6日の予定。

④役員選挙規則について

役員定数の改正案等について協議の結果、下記

の通り決定。

（1〉理事は、団体推薦理事、地区支部推薦理事、総

会選出理事からなる。

（2個体推薦理事の団体とは、本協議会設立準備費

同団体の13団体とする。

会則等詳細については次回検討することとした。

⑥その他

※都道府県介護支援専門員協議会との交流会の開

催について（7月20日、日本ケアマネジメント

学会主催）

荒井副会長出席と決定。

旅費は山形県の規程に添って支給する。

※ケアマネジメントリーダー研修会の報告。

凝会誌を6月30日に発行予定。
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◇第9回理事会◇

日　時　平成14年8月約日㈱　午後6時50分一

会　揚　山形県医師会館

出席者　三須会長ほか17名、事務局、オブザーバー

（∋
1）役員選挙規則について

役員選挙並びに事務所移転に伴い、下記の通り

会則・運営規則を改正することと決定した。なお、

本協議会の正会員は、介護支援専門員の資格を有

する者でとあるが、資格ではないのではないかと

の意見が出されたが、現状通り資格とすることが

決定された。

山形県介護支援専門員協議会　会則　抜粋

第3軍　役貝等

（役員の種別及び選任）

第11条　本会に次の役員を置く。

（1）会　長　1名

（2）副会長　2名以内

（3）理　事　（会長及び副会長を含む。）30名以内

（4〉　監　事　3名

主　会長及び副会長は、理事の互選ほより定める。

3　理事は、団体推薦理事、地区支部推薦理事、総

会選出理事からなる。

4　監事は正会員及び特別会貝の中から総会におい

て選出する。

王　理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

主　監幕の内1名は外部監事とし、総会において選

任する。

山形県介護支援専門員協議会　運営規則　抜粋

第3華　委員会

第11条　本会に次の委員会を設ける。

〈l）研修委員会

（2）サポート委員会

（3）広報委員会

（4）調査研究委員会

（5）財務委員会

（6）総務委員会

第4輩　役員選挙

第12条　役員選挙の期日は、30日前までにこれを公

示しなければならない。

2　団体推薦理事は、本会会員10名程度を有する医

療・福祉団体より各1名指薦された正会員及び特

別会員。該当団体は理事会において決定する。

3　地区支部推薦理事は、本会の地区支部より各1

名推薦された正会員及び特別会員。

4　理事として推薦された者は、総会における承認

を経て埋却こ就任するものとする。

5　総会選出理事及び監事候補者（以下「候補者」

という）は、選挙の期日前10日までに会長に届出

なければならない。

6　郵便による届出は期日前10日までに到着しなけ

ればならない。

7　正会員並びに特別会員が他の会員を候補者に推

麗しようとするときは、候補者たるべきものの同

意を得て、3名以上の会員の推薦をもって前項の

期間内に推薦届けをしなければならない。

8　正会員並びに特別会貝が候補者に立候補しよう

とするときは、3名以上の会員の推薦をもって第

5項並びに第6項の期間内に立候補届けをしなけ

ればならない。

9　会員は理革及び監事を各3名まで推薦できる。

10　投票は無記名とする。

11候補者の届出又は推薦は、文書でこれをしなけ

ればならない。

12　会長は候補者一覧表を作成し、候補著名順位は

抽範によってきめる。

13　議長はこれを総会に公示して選挙を行う。

14　投票用紙の様式は議長がこれを定める。

15　総会選出理事及び監事に関する選挙は、出席正

会員並びに特別会貝の投票によって決定し、委任

状による投票はこれを含まない。

16　議長は、正会員並びに特別会員中3名の選挙立

会人を指名し、投票及び開票に立ち会わせなけれ

ばならない。

17　議長は、正会員並びに特別会員中3名の開票管

理人を指名しなければならない。開票管理人は開

票に関する事務を担当し、選挙立会人立会いの上

投票箱を開き、まず投票を調査し選挙立会人の意

見を聴き、その投票を受理するかどうかを決定し

なければならない。投票の点検が終わったときは、
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開票管理人は直ちにその結果を議長に報告しなけ　　　　　於、三Iii町ふれあい会館

ればならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三須会長出席と決定。

18　投票の効力は、選挙立会人の意見を聴き開票管　　　　　事務局　老人保健施設うらら内

理人がこれを決定しなければならない。　　　　　　＊　村山支部設立総会、研修会

19　左の投票はこれを無効にする。　　　　　　　　　　　10月19日出

（l）正規の用紙を用いないもの　　　　　　　　　　　　於、東根市ふれあいセンター

（2〉　候補者でない者の氏名を記載したもの　　　　　　　事務局　村山訪問看護ステーション内

（3）候補者の何人を記載したかを確認し難いもの　　＊　最上支部並びに置賜支部設立については、県の

20　第4項及び第5項による届出のあった候補者が、　　カが必要となるので・三浦監事より、関係総合支

その選挙の定数を超えないときは、投票によらな　　　庁に連絡することとした○

いて当選人を決定する。但し、定数に満たない場

合は会員の意見によって補欠選挙を行わなければ　　4）事務局移転について

ならない。

21投票は1人l票とし、投票の多数を得たものを

当選人とする。投票の数同じ時は議長が抽猿によ

ってこれを定める。当選人に対しては会長は当選

証書を交付する。

22　本規則は、平成14年10月6日の役員改選より適

用されるものとする。

第5輩　事務局

第13条　事務局は、山形県社会福祉協議会内（山形

市中白IIi町2－3－31）に置く。

第14条　削除

2）臨時総会・研修会の日程について

日　時　　平成14年10月6日㈲13：00－

会　場　　ビッグウイング　大会議室

臨時総会13：00～

内容　　会則等の改正

役員選挙

第2回研修会14：00～16：00

講師　丸山　芳活　氏

演題　「自分を最高に生きる」

総会前の事務
●総会並び研修会の案内・推薦屈・立候補届け・委

任状等の文書作成・発送等は、佐藤泰司理事、松

本事務局長が担当する。

3）地区支部設立状況について

＊　庄内地区支部設立総会、研修会

9月28日㈲13：30－

9月1日より事務局移転

県社会福祉協議会内の4階　地域福祉係
・事務員　ニチイ学館　　後藤　亜紀　氏

・勤務時間は　月一金　9：00－12：00　とし

午後は留守鐙を設眉する

但し夜の会議、総会受付など勤務時間を変更

し出てもらう

電　話　023－615－6565

FAX O23－615－6521

・机、電話を設置。パソコンはリースとする

・仕事内容としては・名簿管理・役員会の案内・

電話番等　但し、文書は原案、連絡先を提出

する

・当分の間、峯田理事に指導係をお願いする。

事務引継ぎをする。

5）その他

①　日本社会福祉士会から調査依頼の、倫理綱領

等に関する現状については、熊坂副会長が回答

することと決定。

②　山形県高齢者福祉推進委員会の報告。

（丹野理事）

③　都道府県介護支援専門員協議会との交流会の

報告。　　　　　　　　　　（荒井副会長）

④　平成14年度山形県介護支援専門員支援会議の

概要について　　　　　　　　（三浦監寧）

支援会議の委員として、本協議会から丹野理

事・佐藤貴理事・戸田理事の3名を推薦するこ

とと決定。



山形媒介瞳支援専門員協議会会誌　平成14年9月30日　第　6　号

都道府県介護支援専門員協議

会とケアマネジメント学会との交

流会に参加して

副会長　荒　井　幸　子

去る7月20日（凸、東京は36．80Cの焼けるような暑

い日でした。大正大学で標記の会議が開催され出席

いたしました。全国37都道府県から介護支援専門員

協議会の代表者が出席しケアマネジメント学会から

は会長、理事等10数名が出席しての初めての企画で

したが、厚生労働省からは老健局長、総務課長、企

画課長が見えられ、この会議への期待と熟の入れ方

が伝わってきました。

老健局長の短かい講演のあと、学会活動について

説明があり、学会は昨年7月に立ち上げ、会員が500

名で、13年度は前橋市、広島市、大阪市でシンポジ

ウムを開催したこと。この時は県協議会との共催で

会場には入りきれない程の参加者が集ったこと。本

年は全国6か所で同様のシンポを計画していること

等が報告されました。

続いて各県から現状報告があり、その中で特に印

象深かったのは、神祭III県のNPO法人化し、県や

市からの委託事業を受け入れて活動していることの

報告でした。全国的にみると学会を開催している県

や、設立準備中の県などもあり、温度差のあること

を感じてきました。

ケアマネジメントリーダー活動に

ついて

理　事　佐　藤　貴　司

平成14年4月24日付けで、厚生労働省老優局長よ

り「ケアマネジメントリーダー活動支援事業の実施

及び推進について」という通知が出されました。こ

の事業の目的は、①介護支援専門員の地域における

支援体制の強化、②介護保険内・外にわたるケア体

制（ケアチーム）の構築支援、等によってケアマネ

ジメントの質の向上を目指すこととされています。

そこで、各市町村に配置される（未配置の市町村も

ありますが。）ケアマネジメントリーダーについてご

紹介いたします。また、この活動を実施するはあた

っては、その市町村関係者が一体となって取り組ま

なければなりません。行政側は、ケアマネジメント

リーダーまかせにせず、最大限の支援をする姿勢が

求められておりますので、皆様のご協力をよろしく

お願いいたします。

1．ケアマネジメントリーダーとは、

ケアマネジメントリーダーとは、基幹型在宅介

護支援センター職員など、地域ケア会議の調整役

的な役割をはたしている者で、各市町村に1－3

名配置されております。もちろん基幹型在宅介護

支援センターが設置されていない地域もあり、そ

れぞれの市町村が、リーダーとして活動している

方や今後の活動を期待される方を判断し、県に報

告しています。

2．ケアマネジメントリーダーの業務とは、

（1〉　個々のケアマネジャーへのサポート

ケアマネジャーの資質の向上を図る観点から

の支援活動を行います。

○個別指導・個別相談、活動支援・同行訪問

○地域ケア会議を活用した個別ケースに対する

助言

○サービス担当者会議の開催支援

（2〉　地域のケアマネジャー同志の連携体制の形成

（1）の活動をチームアプローチを通じて、より

効果的・効率的な推進を図ります。

○事例検討会、意見交換会、研修会の開催支援

（3）地域のケア体制（ケアチーム）の構築支援

地域の関係者等との連携体制を構築し、さら

に効果的・効率的な推進を図ります。

○市町村、保健所、福祉事務所等関係機関との

調整

○介護サービス事業者等地域のサービス提供者

間のネットワークづくり

○地域の保健医療福祉サービスの情報収集及び

提供、関連施策との連携など地域の支援体制

づくり

3．ケアマネジメントリーダーの養成は、

ケアマネジメントリーダーは今年から始めて配

置されたものです。それぞれの業務を果たすため

に県での糞成研修をはじめ、地区連絡会を開催し

地域毎で研鎖を積んでおします。しかし、実際に

地域ケアに携わる方々との活動をとおして学ぶこ

とが重要と考えておりますので、皆様からのご相

談をお待ち申し上げるとともに、皆様のご協力ご

支援をお願いいたしますh
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委員会報告

ぐ調査研究委員会報告♭

委員長　佐　藤　泰　司

調査研究委員会では、これまで協議会組織の支援

と多くの会員の協力により、5地区支部の設立準備

委員の募集と設立準備委員会結成に焦点を絞り、活

動してまいりました。

その結果、山形地区支部は本年3月に発足し現在

活発に活動中です。また、庄内地区支部は9月28日

に設立総会が開催されました。村山地区支部も10月

19日に設立総会が開催されます。

今後は、最上地区支部、置賜地区支部の早期発足

に向け取り組みます。多数の会員の更なるご協力を

お願いいたします。

各地区支部の活動状況や設立に向けての取り組み

については、本会誌特集「地区支部の現状」をご覧

ぐ広報委員会報告♭

委員長　峯　田　寺悦

山形県介護支援専門員協議会会誌も年間4回の発

行で、3月・6月・9月・12月の発行となっていま

す。

今回は、第6号目の発行となります。この、会誌

の発行は、会員のニーズに沿うように、最新の情報

と地域の動きを皆様にお知らせすることが目的です。

会員各位のご意見を頂戴したいと考えています。

ぐサポート委員会報告♭

委員長　加藤市左工門

相談業務は協議会の重要な機能です。事務所移転

に合わせて相談業務機能が円滑に進めるための準備

中です。

県主催のケアマネジメントリーダー研修会が7月

17＿18＿19日又、9月12、13日の5日間行われまし

た。当協議会からも3名が出席し研修を行っていま

す。人材養成と的確な回答を返せるためのシステム

を構築します。

開始いたしましたら、是非ご利用してください。

ぐ研修委員会報告♭

委員長　岡常千賀子

介護支援専門員の皆様、身体が、心が、疲れては

いませんか？

山形県介護支援専門員協議会では、平成14年度第

2回研修会を臨時総会と同時に開催いたします。

あれも、これもしなければと、調整作業・事務手

続きに追い立てられ、気付くと『燃え尽き症候群

（バーンアウト）」一歩手前だったということのない

ように、当日は、カウンセリング講師である丸山芳

活先生をお招きし、ご講演をお願いしております。

何より自分を愛するために、そして、介護支援専

門員がはつらつと業務につくことが利用者とその家

族の笑顔につながると確信し、皆様の心の健康を取

り戻すお手伝いができればと考えております。

実際にケアマネジメント業務についている方はも

ちろんのこと、会員以外の方にもお声掛けいただき、

是非この機会を逃すことなくご参加下さいますよう

ご案内申し上げます。
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㊥◎◎（②

（∋（∋①⑤
第14回地域リハビリテーション研修会

テーマ

「地域リハビリテーションにおける

連携体制の確立」

医療・保健・福祉分野の従事者は、対象者の生命

維持やADL支援に加え、地域で自分らしい生活を

送れるよう支援することが求められています。近年、

対象者に関わる専門職種と施設は機能分化が進み、

対象者の生活支援のための情報の共有化や連携は必

要不可欠なものとなってきました。しかし、現実に

は十分に連携が取れていないことがそれぞれ認識さ

れています。

そこで本研修会では、連携が取れていない背景を

考察し、対象者の生活支援に有益な連携の取り方を

考えたいと思います。

研修会の内容は、日本男、どリテーション連携科

学学会監事の高見粟津先生（東京都立北療育医療セ

ンター　言語聴覚士）をお招きし、「リハビリテーシ

ョンにおける連携」と題し、連携の阻害因子や促進

要因、具体的成功例などをお話していただく予定で

す。また、実行委員会より、県内の連携の実態や必

要とされる情報に関する調査に基づき、連携とはど

うあるべきか、並びに連携の手段の一方法として帳

票を用いた連携体制の確立を提案します。最後にワ
ークショップにおいて連携の必要性や具体的連携の

方法を考え、連携体制確立の一手段としての帳票に

ついて討論し、帳票を作成したいと思います。

連携体制を構築し、対象者へのよりよい生活支援

を行うために多数皆様のご参加をお待ち申し上げま

す。

●

開催日時　平成14年18月27日間

午前10：00－午後4：00

（受付開姑午前9：30）

開催場所　北村山公立病院　講義室

（東根高温京町2－15－1）

参加費　2．000円（昼食込み）

主　　催　山形県理学療法士会

山形県作業療法士会

申し込み　ワークショップグループ分け及び昼食手

配の関係上、事前申し込みとさせて頂き

ます。お手数ですが下記の問い合わせま

でご連絡いただければ研修会の案内等F

AX送信いたします。

●申し込み締め切り

平成14年10月15日㈹17：00

●問い合わせ　朝日町立病院リハビリテーション室

作業療法士　清　野　敏　秀

Tei D237－67－2125

Fax O287－67－3533

・呼，く専一0800暮＞く・わく＊iesee‡o専○を・＞80esoく＊・・，紅鶴b・，紅

リハビリテーション心理研修会

下記の通りル、どリテーション心理研修会が開催

されますので、ご参加下さいますようご案内申し上

げます。

1．日　時　平成14年11月8日㈲

午後1時一午後4時

2．場　所　遊学館ホール

山形市緑町1－2－36雁1023－625－6411

3．内　容

実践的認知リハビリテーションに関わって
一一認知リハビリテーションの彼岸～

講師　東京リハビリテーション病院

リハビリテーション心理士会

副会長　中　島　恵　子氏

4．対象者　病院、施設、学校、保育園等のリハ

ビリテーションに係る従事者等

※連鐙及び申込先

〒990－0041山形市緑町1－9－30

山形県精神保健福祉センター

TEL O23－624－1217

mX O23－624－1656

判定指導専門員　斎　藤　譲　二

★10月19日までに電話にてお申し込み下さい。★
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堅牢宣冬塾生立
＊面接スキルアップ研修会＊

日時：平成15年l月Il日出・12日（副

場所：文翔館（山形市旅篭町3－4－51）

講師：堀之内高久先生（競演国立大学助教授）

①基礎レッスン（初日13：00－16：30予定）
ペース合わせなど、面接の基礎的技法を「身につけ

る」ことを目標に、体験的に学びます。初心者はも

ちろん、ベテランの方の自己点検にも。

⑫ストレス解消トレーニング
（初日17：30－20：30予定）

日頃のストレスやイライラ解消に取り組みます。良

い援助は、援助者の心にゆとりがあってこそ。

㊥クレームケア実践トレーニング
（二日目9：30－16：30予定）

机上の知識学習ではなく、具体的なクレーム場面を

出して、体験的Iこ対処法を学びます。

受話料　①3．000円　②5．000円　③8．000円

／墓前申し込みが必要です′

詳しい案内チラシをお送りします。まずご連絡を。
●主催・問い合わせ・案内請求先：

目黒心のケア研究所（日本メンタルサバイバルセンター）
FAX O3－3495－4852

またはe－mail：mgrcare＠parodn．ne．jp

当日会場での受付はできません。ご了承下さい。

実務研修修了者数（職種別）

圃専従ケアマネージャー
◎小社は居宅介護支援事業と訪問介護事業の併設事

業所ですが、「専従ケアマネージャー」として力を

発揮したい方募集中です。

是非あなたの力をお貸しください。

◎事業観囲　東根市、村山市

◎年齢・経験年数不問、社債完備、退職金共済加入、

給与は当社規定により優遇。

◎面接随時、お気軽にお電話ください。

有限会社にこにこらいふ社

担当：網干（あほし）、宮島

電話0237－41－1125
1【北村山公立病院前）

因【ee
iここIここらいふ社
東根高温京町3－4－38／〒999－3702
FAX：0237－4年1124

介護支援専門員実務研修修了音数

栄養士（管理栄養士を含む）
精神保健福祉士
相談援助業務従郵者
介護等業務従秘書
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e㊥e㊤e
●ケアマネジメントリーダー養成研修iこついて

「ケアマネジメントリーダー活動支援事業」の
一環として、ケアマネジメントリーダー養成研修

を開催しました。

この事業は、介護支援専門員の地域における支

援体制の強化を図り、地域の実状に応じたケア体

制の構築支援等により、更なるケアマネジメント

の質の向上を目指すためのものです。

研修は、7月17日から19日の3日間に渡って開

催され、各市町村及び山形県介護支援専門員協議

会推薦者が受講しました。

本研修受講者は、今後、ケアマネジメントリー

ダーとして、地域のケアマネジャーが困難事例等

の対応等に悩んだ際の指導助言や、関係者のネッ

トワークづくり等にあたることになります。

●平成14年度介霞支援専門員現任研修について

第4号でお知らせしたとおり、今年度の現任研

修は、介護支援専門員の実務経験年数等により、

基礎研修課程と専門研修課程とに分けて実施しま

す。

専門研修課程は、過去に現任研修を受講した実

山形県介護学習センター

各種講座の御案内
〈介護予防地域リーダー養成セミナー〉

務経験年数2年以上の方を対象として実施するも

ので、既に各居宅介護支援事業者と介護保険施設

に御案内し、9月18日より開催しています。

基礎研修課程については、今後改めて御案内す

ることとなります。受講対象者の方はぜひ御参加

ください。

●介麓支援専門員登録駈明書の書換について

介護支援専門員は、知事が作成する介護支援専

門員登録名簿に登録されていることが必要である

ため、山形県の介護支援専門員登録名簿登録者全

員に対し、「介護支援専門員登録証明書」を交付し

ています。

改姓、転居等により、名簿登録事項に変更があ

った場合は、登録証明書の書換等の手続きが必要

となりますので、県介護保険推進室まで御連絡く

ださい。

〈問い合わせ先〉

山形県健康福祉部長寿社会課介護保険推進室

指導担当　TEL o23－630－2273

事業担当　TEL o23－630－2158

技術担当　TEL o23－630－2189

お問い合わせ・お申し込み先

山形県介護学習センター
TEL o23－628－7431

内　　　　　　容

13：00・－14：30 よりよい介護をめざして 老人福祉施設副苑長
14：30・－16：00 転倒予防体操

〈介護コーディネーター養成セミナー〉

月　日 �時　　間 �対　　象　　者 �定　　員 

12／18㈱ �i10：00－16‥00 �介護支援専門員 �30名 

12／19㈱ 

〈福祉用具・住宅改修普及セミナー〉

月　日 �時　　間 �対　　象　　者 �定　　員 

11／27㈱ �十0：00－16：00 �介護関連業務の職員 �30名 

11／28㈱ 
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最近、経口綾取か困難になると、多くの医療機関で

は胃裏道叢を勧めます。誤瞭性肺炎の防止、栄養低下

防止、経口摂取との併用か可能である等の理由のよう

です。

しかし、最近亡くなった利用者の方は、ご家族、担

当医が説得したにも拘らず「あんなみっともない姿は

嫌だ。」と胃婁造鼓を頑なに拒否され肺炎で亡くなりま

した。また、別の利用者の方は、雷雲造毅を拒否され、

その後、状態安定し在宅生活を継続されています。

介護保険の担い手である介護支援専門員は、その人

らしい生活が実現できるように利用者、ご家族、関係

機関と連携を図りながら、ケアプランを作成していま

すか私はこの二つのケースから「要介護者の自立支

援とは何か？」を再度問い直しています。ケアブラン

作成では、「最期の時をどのように迎えたいのか」を常

に考え、利用者の方の意志（おもい）を尊重し、ご家

族、関係機関と連携を図りながら、仕事をしていきた

いと思っています。

軽装海÷　　一　誌醗醗

介轟保険が艇生し、介震支線専門員が

実際は活動を始め、2年6ケ月が

たちました。この仕事をして

感　じ∴た　こ　と

気ついたこ　と

困っていること

悩んでいること

日頃思っていること

また、地域での活動の磯子、こぼれ語など

肉宮は自由です。

書式及び締め切りは特iこありません○

教会具みんなで創る会橋です。あなたからの声を

あ待ちしてありますのでどうぞあ寄せ下さい。

〒990ー0011

山形市大字妙見寺4待暮愛日暮内
山形県介露支援専門員協議会
広報委員会委員長　簾田宰慌宛
TEL O23－632－2791
FAX O23－632－2792

事務局変更のお知らせ
9月1日より下記に変更になりました。

新事務局

山形市小白Iii町二丁目3番31号〒990－0021

山形県総合社会福祉センター

山形県社会福祉協議会内

TEL O23－615－6565　FAX O23－615－6521

担当　後藤　亜紀　月一金州9時～12時

鵜騙「葉音蟹「高音

2003年4月に介護保険サービス価格が改定される

が、見雷し案の柱は訪問介護など在宅サービスの報

酬を引き上げる代わりに、施設サービスの報酬を下

げることになる。在宅介護を重視し、事業者の参入

を促す狙い。また、すでに始まっている、日常生活

障害加算、痴呆加算の様な、新たな加算制度の導入

が検討されている。

今年の夏は例年になく暑い日が続いた、元気な私

達さえ夏パテ気味だから、お年よりはもっと大変だ

ろうと思っている皆さん、クーラーの効いている部

屋で美味しい物を食べているお年寄りを見ると、そ

んな心配吹き飛んでしまいます。

さて、協議会も選挙で選ばれた新理事で運営され

ていると思います。この会がより良い会になるには、

皆様の協力が必要です。声を寄せてください。

創刊号から6号まで、編集に携わった6名です。

良い経験が出来だと思っています。

皆様のご協力誠にありがとうございました。

（編集子）
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